
（別紙３）

～ 令和７年　２月　１５日

（対象者数） 2名 （回答者数） 1名

～ 令和７年　２月　１５日

（対象者数） １１名 （回答者数） １１名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

特性、個性の理解を深めるための研修を行う

2

多世代交流の発信（ホームページ・デイ通信等）をしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

ホームページやデイ通信等で、取り組み等を周知していく

2

機会をみながら、連携支援できるよう関わる

○事業所名 デイサービスセンター太陽の園（基準該当放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和7年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

高齢者施設なので、利用児数が少なく、利用児同士の交流がで
きない

高齢者施設ということもあるが、できる限り、要望があれば、
受入れを増やしていきたい

保護者同士の連携の支援ができていない 保護者の数が少ないため、連携支援までに結びつかない

令和７年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　２月　２０日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

一人ひとりの特性に合わせた対応を、職員が連携を図りなが
ら、対応、配慮している。

個別の対応について、ミーティングやモニタリングで検討し、
多職種で連携してより良い対応を目指す取り組みを行っている

高齢者とのコミュニケーションの中で、多世代交流ができ、社
会性の学びに繋がっている

高齢者対象の余暇活動への参加を促したり、高齢者とのコミュ
ニケーションを図るような対応をしている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


